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高橋美久二最終講義                           2006.1.27 

 
近江の条里と古道 

− 生い立ちから考古学・歴史地理学への道をかたる－ 
 

第１部 考古学・歴史地理学への道 
１，はじめに 

 

生い立ち− 恋愛考古学への出発点 

出生 1944.1.31 広島県豊田郡忠海町に高橋恕一・一子の四男として生まれる 

７人兄弟の６番目、幼名「よんちゃん」、ままごと・ぬりえが大好き 

→地図の色塗 

小学 1950 広島県芦品郡国府村国府小学校入学（備後国府にちなむ地名） 

      魚取り、昆虫観察（アリ、クモなど）、雲・星の観察、マンガ大好き 

      探検記、歴史物語などの本を読みあさる。ヘディンのタクラカマン砂漠探検

記を読んでシルクロードにあこがれる。 

      小学校６年、中学校１年で府中高校地歴部の合宿に参加→考古少年に 

中学 1956 広島県府中市立第一中学校入学 登山部に入る、キャンプ生活好きに 

      中学２年の遠足で瓦が出土する「最明寺跡」を見学、奈良時代の瓦を採集。 

      この遺跡がのちに、品治（ほむち）駅家と判明する。→駅路の研究へ 

高校 1959 広島県立府中高等学校入学 地歴部と化学部に入る 

      広島県の考古学の草分けの豊元国のもとに、広島県の遺跡を踏査、文化祭に

派手な展示で注目される。考古学の道へ進みたいと思うと共に、理系への進

学の希望もあって迷う。 
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２，大学・就職− 考古学・歴史地理学へのみち 
 

大学受験 1962 １期校 京都大学文学部、２期校 名古屋工業大学土木工学科受験で人

生の岐路を賭ける→京都大学文学部に合格 恩師は考古学でなく地理へ

行くように勧める→遺物考古学でなく遺跡考古学へ 

大学 文学部史学科地理学専攻、歴史地理をやる。藤岡謙二郎に師事、また考古学研究室

に行くことの方が多く小林行雄に師事。 

中国考古学旧石器時代、殷周時代の青銅器、シルクロードの考古学、中南米の考古

学、日本の律令時代に興味 当時の歴史地理学では、条里や条坊、国府研究が盛ん、

卒業論文 ふるさとの備後の国府や最明寺跡を思い、播磨国で駅家研究、山陽道の

瓦葺き駅家追究→直線幅広の山陽道→ライフワークに 

 

京都府文化財保護課 1967 発掘調査を担当する技師となる。 12 年間 

考古学を職業にすることは至難。当時考古学技師を採用する

ときは、京大の主任教授が推薦。考古学専攻卒業生３人 

15 年間京都府下各地の各種の遺跡の調査を担当。思い出の遺跡（人生の画期になった遺跡） 

1967 大成古墳群− 最初に担当した遺跡、遺跡調査の基礎の基礎 

1973 正道官衙遺跡− 奈良時代の郡衙（ぐんが）→史跡指定で保存へ 

1975 長岡京跡− 条坊遺構の発見、木簡の発掘、平城京型の条坊→大規模調査への転機 

1979 今里車塚古墳− 長岡京の造営で破壊された古墳 

「木の埴輪」の認識→分かり易い図 

 

京都府立山城郷土資料館 1982 新設の資料館の資料課長 12 年間 

学術的な成果を分かり易く展示・公開する→復原画、模型、子供向け歴史教室 

自身の充電期間→考古学だけでなく美術史、建築史、歴史（中世・近世）、民俗学などに

幅を広げる。→多数の論文を書く、木の埴輪、山陽道、城館、大坂城と石材 

 

（財）京都府埋蔵文化財センター 1994 京都府の発掘調査の最前線 1 年間 
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３，滋賀県立大学へ− 近江の歴史地理学研究へ傾倒 
 

考古学、人文地理、博物館学を担当→地理学・博物館学にウェイト 

古代の歴史地理研究の３本柱（条里・条坊研究、国府・地方官衙研究、古道研究） 

近江ではいずれも先進的に進められた→今更研究の余地はないのでは？ 

条里制研究は過去のもの、時代遅れのものとなっていた。しかも、多くの条里遺構が消

滅していた。 

条里研究が下火になってからの挑戦、果たして成果はあるか？ 

基礎資料の収集から始める→条里研究と古道研究と史料調査で活路が見えてくる。 

今までの研究は条里復原が研究の主眼？→復原された条里から何がみえてくるか？ 

 
 
第２部 近江の条里と古道 
１，条里とは 
 土地区画法 耕地を６町（約 654ｍ）間隔で縦横に区切り、さらに１町（約 109ｍ）間

隔で区切った方形区画（面積は１町）を坪とよぶ、それをさらに 10 等分し

た土地の面積を１段（反）とする。 

 土地表示法 ６町間隔の列を条、６町四方の方形区画を里と呼び、その中を 36 の方形区

画の坪に数詞をふり、○国○郡○条○里○坪で土地の所在地を正確に表示

する。 

 

２，近江の条里 
 琵琶湖周辺の平野に条里地割りが良好に残る→条里研究の先進地帯 

 大正末から昭和初年に郡志編纂で近江条里研究は大成 

 戦後圃場整備の進展→条里痕跡の消滅の危機感→歴史地理学的研究さらに進展 

 圃場整備にともなう発掘調査→条里施行年代の検討 
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３，甲賀郡条里の復原研究から 
 大和国弘福寺領蔵部荘の史料 

 坪付け史料の図化 

 甲賀郡条里の条呼称の復原 

 里呼称の復原 

 地名の検討、四至「東谷 南溝 西川 北佐遅谷竟」、「寺庄」 

 

４，甲賀郡条里を復原の成果 
 ○古道との関係 栗太・野洲郡統一条里と直交→東山道に直交する倉歴道を基準線とし  

て甲賀郡条里施行、 

 ○弘福寺領蔵部荘の現地比定→近江の弘福寺領４件→２種に分類、草創期荘園と墾田地  

系荘園←従来は一括して初期荘園 

 ○草創期荘園と墾田地系荘園の立地分析→ 

  古い開発＝草創期荘園、河川灌漑、条里地割り有り、統一条里地区 

  荒れ地の開発＝墾田地系荘園、溜池灌漑、条里地割り無し、周辺条里 

 ○条里の施行年代 

 

５，近江条里研究の展望 
 条里制研究→人類の土地利用の歴史が込められている、それが現代の道路・水路・田畑

の土地区画にも生きている、現代の都市計画・土地利用計画に生かされる。 

 土地開発の歴史の探究→先人の知恵と工夫の歴史 

 基礎資料の集積→地名、地割、史料の３セット→（奈良県や福井県の条里基本資料集） 

 これができれば、研究の無限の可能性が広がる 
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